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シ
ル
バ
ー
豆
宣
伝 

柳
瀬
地
区
日
比
田
に
あ
る
Ｖ
Ａ
Ｎ
Ｔ

Ｅ
Ｃ
Ｈ
株
式
会
社
で
中
島
昇
さ
ん
（
久

米
）
が
就
業
し
て
い
ま
す
。 

就
業
先
は
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
製
造

販
売
で
、
コ
ロ
ナ
禍
で
業
績
が
伸
び
て

い
る
会
社
で
す
。
取
材
日
は
中
島
さ
ん

の
就
業
日
。
月
・
火
・
金
の
週
３
日
で

車
の
ア
カ
落
と
し
、
デ
ッ
キ
ブ
ラ
シ
で

の
洗
車
、
雑
巾
で
窓
ガ
ラ
ス
拭
き
な
ど

の
外
装
作
業
、
車
内
の
拭
き
掃
除
と
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
整
理
を
し
て
い
ま
す
。 

ま
る
４
年
が
経
ち
、
当
初
は
安
全
重

視
で
確
認
リ
ス
ト
を
作
り
作
業
を
し
て

い
ま
し
た
が
、
現
在
は
自
然
に
身
体
が

動
き
、
細
や
か
な
対
応
に
心
掛
け
て
い

る
と
の
こ
と
。 

一
日
あ
た
り
２
～
３
台
洗
車
し
、
一

台
２
時
間
半
を
か
け
ま
す
。
マ
ス
ク
着

用
で
夏
場
も
暑
さ
で
大
変
で
す
が
、
冬

場
の
方
が
厳
し
く
手
が
荒
れ
る
時
も
あ

る
そ
う
で
す
。
「
洗
車
が
完
了
し
、
強

い
春
風
で
汚
れ
が
付
き
、
再
び
洗
車
す

る
時
に
少
し
気
が
滅
入
る
」
と
笑
い
な

が
ら
答
え
て
い
ま
し
た
。
嬉
し
い
時
は

「
お
客
様
か
ら
声
を
掛
け
ら
れ
る
こ
と

や
納
車
で
お
客
様
の
笑
顔
を
見
て
や
り

が
い
を
感
じ
る
」
と
ほ
っ
こ
り
。 

 

撮
影
前
に
は
お
客
様
対
応
仕
様
車
の

外
装
・
内
装
を
中
島
さ
ん
自
ら
案
内

し
、
元
営
業
マ
ン
ら
し
く
従
業
員
の
よ

う
な
説
明
を
聞
き
優
雅
な
気
持
ち
に
な

り
ま
し
た
。
総
務
の
渡
邉
部
長
か
ら

「
洗
車
は
体
力
を
使
う
作
業
な
の
に
良

く
や
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
ま
で
お
付
き
合
い
を
し
て
頂
い

て
い
ま
す
」
と
の
お
言
葉
が
あ
り
ま
し

た
。 

 

写
真
撮
影
も
お
一
人
で
な
く
、
従
業

員
の
方
に
「
一
緒
に
撮
ろ
う
よ
」
と
声

を
掛
け
て
い
る
光
景
を
見
て
、
職
場
に

溶
け
込
み
、
深
い
信
頼
関
係
が
う
か
が

え
ま
し
た
。
取
材
終
了
後
「
こ
れ
か
ら

仕
事
で
す
」
と
明
る
く
元
気
に
い
わ

れ
、
お
客
様
と
仕
事
に
対
し
て
の
愛
情

を
ヒ
シ
ヒ
シ
と
感
じ
ま
し
た
。 

（
文
・
永
野 

写
真
・
黄
地
） 

後列  ＶＡＮＴＥＣＨ(株) 社員の皆様 

前列  左から渡邉部長、中島さん 

（地区紹介） 
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 所沢市シルバー人材センターの令和３年度定時総会が、６月２５日（金）中央公民館ホール

で開かれました。新型コロナウイルス感染拡大がいまだ収束しない中、昨年と同様に書面によ

る決議方法とし、「代理人による議決権行使（委任状）」での決議をいただき、各議案が承認

議決されました。 

 議案第１号 令和２年度貸借対照表、正味財産増減計算書及び財産目録の承認について 

 議案第２号 定款の一部を改正する承認について 

 なお、議事に先立ち、理事長挨拶、安全標語及び会員表彰の発表がありました。理事長挨拶

につきましては別紙をご覧ください。 

令和３年度 所沢市シルバー人材センター 定時総会を開催 

 

＜萩原誠一さん＞ 
 

入会以来１７年余り種々の就業に尽力しながら、山口地区１班の班長を

10有余年つとめ地区活動を支えてこられました。ボランティア活動、地区

のイベント、悠和会にも積極的に参加し、会員相互の連携強化に貢献され

ました。班長退任後の今も地区活動の重要な支え手です。 

＜小手指花水木通り清掃ボランティア＞ 
 

 2019年4月より開始し3年目を迎え、地域の美化への貢献は近隣にも認め

られています。センターの小手指北口への移転がきっかけでしたが、「所

沢市シルバー人材センター」のPRにも貢献しました。毎月第１月曜日9：00

から小手指地区及びその他の会員有志によって行われています。 

令和３年度～令和４年度 安全標語が決定いたしました 

 令和３年度～令和４年度の安全標語を募集したところ６５作品の応募をいただきました。ご

協力ありがとうございました。応募いただいた作品を理事長以下１３名で審査を行い、次の４

作品が入選作に決定しました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入選作はセンターや西新井支所に掲示し、会員の皆様の安全意識高揚につなげてまいります。 

                            (安全適正就業委員会) 

 

優秀作 「あせらない 心のゆとりが 事故防ぐ」     (清山 建夫・三ケ島) 

佳  作 「守って安心・作業手順 今日も一日安全就業」    (檀原 賢吉・柳瀬) 

佳  作 「まだ若い その気持ちが 事故の元」      (猿渡 眞喜夫・吾妻) 

佳  作 「自身の自信は よいけれど だめよ過信は 事故のもと」 (西村 義行・松井) 

会員等表彰 
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 年を重ねると「恥ずかしくて“ありがとう”なんて言えない」とい

う言葉を耳にしますが、家族へ、友達へ、皆さんへ「ありがとう」を

声にだして伝えましょう。“あなたがいてくれて良かった”という、

思いやりの大切なメッセージです。 

 皆さんが笑顔になれる、そんなシニアライフを送りたいですね。 

会員活動委員会はこうした取り組みを含めて、会員の皆様が生き生き

と活躍できる環境がつくれるよう活動をしてまいります。 

(会員活動委員会) 

 

 会員の皆様、昨年12月の会員活動委員会アンケート調査に多数の回答を頂きありがとうご 

ざいました。 

 送付数2,185通のうち1,402通回答を頂きました。 

 このアンケートを基に、会員の皆様のニーズや地域社会のお役に立てるセンターを目指し  

てまいります。 

 アンケートの回答には「今後も続けてほしい、結果を公表してほしい」というご意見等も 

ありましたが、結果については中期基本計画などで会員の皆様へお知らせしていきます。 

 

 以下、アンケート内に寄せられた質問に、いくつかお答えしていきます。 

 

Ｑ１．履行確認書を複数枚まとめてもらうことは可能ですか？  

 Ａ．履行確認書はセンター窓口でもお渡ししていますが、窓口にお越しになれない場合に 

   ついては、郵送も可能です。遠慮なくお申し出ください。 

   また、会員専用ホームページでもダウンロードが可能です。 

 

 Ｑ２．履行確認書の提出方法はセンター窓口以外はありますか？ 

Ａ．履行確認書の提出は、センター窓口の他、FAX・メール・郵送で受付けています。 

   ①窓口受付は営業時間内となります ( 月～金※祝祭日除く 8：30～17：00 ) 

 ②FAXは24時間受信可能です。  （ FAX 2924-0630 ） 

 ③メールは24時間受信可能です。( tokorozawa@sjc.ne.jp ) 

 ④郵送については、就業終了後速やかに送付して下さい。 

 

 Ｑ３．センターに行かなくても求人情報が分かるよう、公民館等にも情報があると便利なの 

    では？ 

  Ａ．公民館や他施設等、会員以外の方が閲覧可能な場所での就業情報の公開はできないた 

    め、センター窓口や会員専用ホームぺージ「smile to smile」をご利用下さい。 
 

    ※センター会員専用ホームページ「smile to smile」については、センターまでお問合 

     せ下さい。 

会員へのアンケート調査から 
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ま
た
、
隣
接
す
る
米
軍
所
沢
通
信
基

地
を
横
断
す
る
「
並
木
東
西
連
絡
道

路
」
が
昨
年
3
月
に
開
通
！
市
民
の
永

年
の
願
い
が
叶
い
ま
し
た
。 

地
区
体
制 

 
 

地
区
長 

 

黒
田 

昭
夫 

 
 
 

副
地
区
長 

富
澤 

岺
子 

 
 
 
 
 
 
 
(

兼
12
班
班
長) 
 
 

副
地
区
長 

脇
田 

進 
 
 
 
 
 
 
 
(

兼
5
班
班
長) 

 
 
 
 

班
長 

 
 
 
 

1
班 

小
山 

重
巳 

 
 
 
 

2
班 

鹿
山 

明
次 

 
 
 
 

3
班 

大
崎 

隆
久 

 
 
 
 

4
班 

富
井 

勇
作 

 
 
 
 

6
班 

柳
瀬 

登
志 

 
 
 
 

7
班 

林 

た
つ
み 

 
 
 
 

8
班 

髙
村 

隆
男 

 
 
 
 

9
班 

牧
野 

三
枝
子 

 
 
 
 

10
班 

竹
下 

冨
美
子 

 
 
 
 

11
班 

木
下 

良
一 

  

以
上
、
地
区
長
、
副
地
区
長
2
名
、

班
長
12
名
、
会
員
数
２
４
６
名
（
男
性

１
４
５
名
、
女
性
１
０
１
名
）
の
構
成

で
す
。 

 
コ
ロ
ナ
禍
で
の
活
動
状
況 

「
つ
ど
い
の
樹
」
配
布
は
、
会
員
と

直
接
会
え
な
い
の
で
体
調
伺
い
の
手
紙

を
添
え
ポ
ス
ト
へ
投
函
し
ま
し
た
。
収

束
後
は
花
見
・
懇
親
会
・
野
球
観
戦
な

ど
復
活
さ
せ
た
い
で
す
。
高
齢
化
に
伴

い
、
次
期
班
長
の
引
き
受
け
手
が
な
い

署
、
法
務
局
な
ど
、
日
ご
ろ
市
民
が

良
く
利
用
す
る
施
設
や
、
ま
た
東
京

航
空
交
通
管
制
部
、
防
衛
医
科
大
学

校
・
病
院
な
ど
、
国
の
重
要
施
設
が

集
中
。
会
員
に
も
よ
く
利
用
さ
れ
て

い
る
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
も
あ

り
ま
す
。 

高
層
集
合
住
宅
の
建
設
に
よ
る
人

口
増
加
も
あ
っ
て
、
市
の
新
し
い
中

心
地
域
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し

た
。
並
木
地
区
の
人
口
は
２
万
３
千

人
余
り
。
高
齢
者
比
率
は
市
内
で
一

番
だ
と
か
。 

航
空
公
園
駅
前
に
は
戦
後
国
産
第

一
号
旅
客
機
Ｙ
Ｓ-

11
が
常
設
展
示

さ
れ
、
公
園
内
に
は
所
沢
航
空
発
祥

記
念
館
も
あ
る
こ
と
か
ら
こ
の
地
域

は
「
航
空
フ
ァ
ン
の
聖
地
」
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

航
空
公
園
内
で
の
市
民
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
や
並
木
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
の
文
化
祭
で
は
、
シ
ル
バ
ー
も

出
店
。
綿
あ
め
、
採
り
た
て
野
菜
の

販
売
な
ど
大
人
気
で
す
。 

緑
豊
か
で
主
要
施
設
が
い
っ
ぱ
い 

西
武
新
宿
線
「
航
空
公
園
駅
」

（
関
東
の
駅
百
選
）
の
東
側
地
区
に

は
、
市
役
所
、
航
空
記
念
公
園
、
図

書
館
本
館
、
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

ミ
ュ
ー
ズ
、
市
民
体
育
館
、
警
察

こ
と
が
一
番
の
悩
み
で
す
。 

ユ
ニ
ー
ク
な
会
員
に
拍
手 

お
花
見
、
懇
親
会
で
は
、
民
謡
・

演
歌
で
と
く
い
の
喉
を
唸
ら
せ
、
首

を
フ
リ
フ
リ
尺
八
演
奏
す
る
芸
達
者

の
会
員
が
、
い
つ
も
楽
し
く
雰
囲
気

を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
す
。
早
く
活

躍
す
る
場
が
で
き
る
と
い
い
な
～
。 

公
共
施
設
管
理
業
務
の
多
い
地
区 

生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
、
航
空

公
園
内
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
総
合
運
動

場
、
ミ
ュ
ー
ズ
駐
車
場
な
ど
、
公
共

施
設
の
就
業
先
が
多
い
で
す
。
市
民

へ
の
親
切
な
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す

ね
。 

並木発 

(地区紹介) 

３密を避けての班長会議 

並木東西連絡道路 

国産旅客機第一号YS-11 

所沢市民フェスティバル 
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サクラタウンカドカワへ続く松井を流れる東川沿いの桜 

東
川
と
柳
瀬
川
の
流
域
で 

自
然
の
恵
み
を
頂
く
松
井 

 

松井地区 

地区人口：43,638人 

男性：21,958人 

女性：21,680人 

高齢化率：25.58 ％ 

要支援者：   591人 

要介護者： 1,263人 
(2021年5月31日現在) 

 

松
井
の
名
は
明
治
22
年
に
、
上

安
松
村
、
下
安
松
村
、
下
新
井
村
、

牛
沼
村
が
合
併
し
た
時
に
、
安
松
の

「
松
」
と
下
新
井
の
「
井
」
を
取
っ

て
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
「
安
松
」

の
地
名
は
古
く
鎌
倉
時
代
、
室
町
時

代
に
は
す
で
に
使
わ
れ
て
い
た
と
い

い
ま
す
か
ら
、
歴
史
に
そ
の
地
名
を

刻
ん
で
き
た
由
緒
あ
る
私
た
ち
の

“
産
土
の
郷
”
で
す
。 

＝
松
井
地
区
シ
ル
バ
ー
の
こ
れ
か
ら
の
こ
と
＝ 

今
迄
班
長
で
あ
っ
た
私
は
、
こ
れ
か
ら
大
切
に
思
う
心
が
け
と

し
て
、
自
分
が
元
気
で
い
る
限
り
外
に
出
て
、
色
々
な
人
と
の
ふ

れ
あ
い
を
大
切
に
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

そ
れ
は
、
シ
ル
バ
ー
会
員
の
皆
様
、
お
互
い
が
齢
を
重
ね
何
れ 

一
人
に
、(

既
に
な
っ
て
い
る
方
も)

高
齢
に
向
か
う
道
す
が
ら
否

応
な
く
衰
え
を
感
知
し
て
い
き
ま
す
。
班
長
が
班
の
会
員
と
ふ
れ

あ
う
中
で
、
会
員
の
状
況
が
少
し
で
も
分
か
り
、
地
域
の
中
で
楽

し
く
交
流
し
、
互
助
・
近
助
が
極
自
然
に
で
き
る
「
松
井
の
輪
」

が
広
げ
ら
れ
た
ら
嬉
し
い
で
す
。 

(

前
３
班
班
長 

斎
藤
ゆ
き
江) 

“良寛和尚の言葉より”「わたしは、何処からきて、何処へゆくのか、ひとり生まれひとり生

き、ひとりを考え、ひとりを思う。始まりはいつかの昔、終わりはいつかの明日。そして、いま

ここにわたしはいる」それがわたしかな。 

“利休百首より”「その道に入らんと思う心こそ我が身ながらの師匠なりけれ、習いつつ見て

こそ習へ習わずに良し悪し云うは愚かなりけり」何才になっても生涯現役、生涯学習を目指した

いと思います。コロナ禍が終息し会員の皆様と笑顔で交流の場が持てますよう心待ちにして居り

ます。（10班班長 金子不二子） 

会員のみなさん、高齢化の加速が不可避の状況の中で、第3次所沢

市地域福祉計画/SMILE(スマイルプラン)、第5次所沢市社会福祉協議会/

ところWITH(ウイズプラン)など、“福祉情報”をあらゆる機会に共有化

することを大切にしていきたいと思っています。 (地区長 佐藤重松) 

現在、松井地区の会員の状況は

左記の通りです。会員で未就労の 

方の近況について、情報収集を進

めて行きたいと思います。  

松井地区シルバー会員 236 名 

男性  169 名  （就労 106 名） 

女性   67 名  （就労  40 名） 

就労 62.1 ％ 未就労 37.9 ％ 

松井地区を支える13人の班長たち 

松井発 

(地区紹介) 
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加
藤 

高
明 (

２
班
班
長) 

 
 
 
 
 
 
 

コ
ロ
ナ
禍
で
の
最
中 

 
 
 
 
 
 
 

令
和
３
年
４
月
１
日 

 

 
 
 
 
 
 
 

よ
り
班
長
を
引
き
受 

 
 
 
 
 
 
 

け
ま
し
た
。
富
岡
地 

 
 
 
 
 
 
 

区
の
た
め
頑
張
っ
て 

 
 
 
 
 
 
 

行
き
ま
す
の
で
よ
ろ 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

し
く
お
願
い
い
た
し 

 
 
 
 
 
 
 

ま
す
。 

江
戸
時
代
の
三
富
開
拓
に
始
ま

り
、
明
治
２
２
年
に
中
富
、
下
富
の

「
富
」
と
北
岩
岡
の
「
岡
」
を
取
っ

て
「
富
岡
」
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。 

地
区
内
に
は
、
お
正
月
の
初
詣
で

に
ぎ
わ
う
中
富
神
明
社
や
「
牡
丹
ま

つ
り
」
「
寅
ま
つ
り
」
で
有
名
な
多

聞
院
が
あ
り
ま
す
。
多
聞
院
の
境
内

に
群
生
す
る
ク
マ
ガ
イ
ソ
ウ
は
市
の

指
定
記
念
物
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

地
区
体
制 

会
員
数
は
１
１
８
名
（
男
８
５
名

女
３
３
名
）
で
す
。
３
０
～
４
０
年

と
長
く
住
ん
で
い
る
人
は
多
い
で
す

が
、
昔
か
ら
の
地
元
住
民
は
誰
も
い

ま
せ
ん
。 

富
岡
地
区
は
中
富
、
下
富
、
神
米

金
、
所
沢
新
町
、
北
岩
岡
、
岩
岡
北

中
の
７
地
区
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。 

運
営
は
、
地
区
長
川
瀬
、
副
地
区

長
竹
内
、
海
老
名
、
班
長
大
舘
、
加

藤(

高)

、
窪
田
、
加
藤(

勇)

の
７
名

で
行
っ
て
い
ま
す
。
地
区
長
、
副
地

区
長
は
班
長
も
兼
任
で
す
。 

こ
れ
ま
で
の
地
域
活
動 

富
岡
地
区
と
し
て
単
独
で
は
取
り

組
ん
で
い
ま
せ
ん
が
、
富
岡
公
民
館

主
催
の
文
化
祭
（
昨
年
は
中
止
）
に

は
、
Ｐ
Ｒ
も
か
ね
て
の
ぼ
り
を
立
て

て
参
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
年

３
月
に
は
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
が
４
０

０
人
規
模
で
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
イ

富岡発 

(地区紹介) 

地
区
の
概
要 

富
岡
地
区
は
市
内
北
部
に
位
置
し

て
い
て
、
農
家
さ
ん
が
３
分
の
１
と

い
う
よ
う
に
、
雑
木
林
と
畑
が
広
が

る
自
然
豊
か
な
と
こ
ろ
で
２
２
，
８

０
０
人
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。 

            

ベ
ン
ト
に
も
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

テ
ィ
ッ
シ
ュ
と
と
も
に
会
員
募
集
の

チ
ラ
シ
を
配
り
な
が
ら
参
加
し
て
い

ま
す
。
今
年
は
残
念
な
が
ら
中
止
で

し
た
。 

今
後
も
各
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
地

区
発
展
に
協
力
を
し
て
行
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。 

各
班
長
か
ら
ひ
と
こ
と 

牡丹まつりで有名な多聞院 

 

加
藤 

勇   (

６
班
班
長) 

 
 
 
 
 
 
 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル 

 

 
 
 
 
 
 
 

ス
に
負
け
ず
に
、
狭 

 
 
 
 
 
 
 

山
ケ
丘
の
コ
ミ
ュ
ニ 

 
 
 
 
 
 
 

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
カ 

 
 
 
 
 
 
 

ラ
オ
ケ
教
室
を
主
宰 

 
 
 
 
 
 
 

し
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

海
老
名 

玄 (

副
地
区
長
・

５
班
班
長) 

 
 
 
 
 
 
 

私
の
健
康
維
持
に
「 

 
 
 
 
 
 
 

シ
ル
バ
ー
」
は
欠
か 

 
 
 
 
 
 
 

せ
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま 

 
 
 
 
 
 
 

で
の
知
識
と
経
験
を 

 
 
 
 
 
 
 

活
か
し
て
頑
張
り
ま 

 
 
 
 
 
 
 

す
。 

 

窪
田 

恵
一 (

３
班
班
長) 

 
 

富
岡
地
区
（
三
富
） 

 
 

の
自
然
を
守
っ
て
い 

 
 

き
ま
し
ょ
う
。 

 

竹
内 

吉
子 (

副
地
区
長
・

４
班
班
長) 

 
 
 
 
 
 
 

長
年
、
富
岡
地
区
の 

 
 
 
 
 
 
 

班
長
を
や
ら
せ
て
頂 

 
 
 
 
 
 
 

い
て
お
り
ま
す
。 

 

 
 
 
 
 
 
 

今
後
も
頑
張
っ
て
行 

 
 
 
 
 
 
 

き
ま
す
の
で
よ
ろ
し    

 
 
 
 
 
 
 

く
お
願
い
い
た
し
ま 

 
 

 
 

す
。 

 

大
舘 

義
一 (

１
班
班
長) 

 
 

コ
ロ
ナ
禍
で
集
ま
る 

 
 

機
会
も
な
く
な
り
ま 

 
 

し
た
。
早
く
収
束
し 

 
 

て
地
区
の
み
な
さ
ん 

 
 

と
会
え
る
の
が
楽
し 

 
 

み
で
す
。 

 

川
瀬 

昭
栄 (

地
区
長
・

７
班
班
長) 

 
 

自
分
自
身
が
し
っ
か 

 
 

り
と
感
染
予
防
対
策 

 

 
 

を
し
て
、
感
染
拡
大 

 
 

の
防
止
に
頑
張
り
ま 

 
 

す
。 
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 カ

メ
ラ
サ
ー
ク
ル 

 
 
 
 

代
表 

荒
畑 
繁 

 
 
 
 
 

筆
者 

芹
澤 
政
義 

私
が
入
会
し
た
の
は
二
年
前
、
写
真

発
表
会
を
偶
然
見
学
し
た
か
ら
で
す
。

そ
の
後
、
同
地
区
の
荒
畑
代
表
の
訪
問

を
受
け
決
心
し
ま
し
た
。 

 

当
時
私
は
シ
ル
バ
ー
で
貯
め
た
小
遣

い
で
念
願
の
デ
ジ
タ
ル
一
眼
レ
フ
カ
メ

ラ
を
買
っ
て
間
も
な
く
、
写
真
よ
り
カ

メ
ラ
本
体
に
関
心
が
あ
り
ま
し
た
が
、

新
た
な
友
人
や
近
郊
へ
の
撮
影
会
を
期

待
し
て
入
会
し
ま
し
た
。 

 

カ
メ
ラ
サ
ー
ク
ル
は
、
年
十
回
の
撮

影
会
を
計
画
実
行
し
て
い
ま
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
禍
で
昨
年
は
半
分
、
今
年
は
ま

だ
一
度
も
実
施
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

に
、
会
員
が
持
ち
合
っ
て
の
写
真
展
示

だ
け
は
毎
月
続
け
て
い
ま
す
。 

ﾞ

カ
メ
ラ
ぶ
ら
下
げ
、
貴
方
も
一
緒

に
美
し
い
自
然
を
満
喫
し
ま
せ
ん
か
゛ 

※
撮
影
会
＝
年
十
回
程
度 

 

 

交
通
費
・
食
事
代
は
自
費 

 

事
前
報
告
で
欠
席
も
で
き
ま
す
。 

※
入
会
金
＝
３
０
０
円 

※
年
会
費
＝
１
５
０
０
円 

※
そ
の
他
＝
年
一
回
の
作
品
発
表
会 

め
ぐ
り
ウ
ḓ
ー
ク
の
会 

 
 
 
 

代
表 

小
川 

弘 

 
 
 
 
 

筆
者 

竹
内 

吉
子 

め
ぐ
り
ウ
ォ
ー
ク
の
会
に
は
、
シ
ル

バ
ー
会
員
な
ら
誰
で
も
気
軽
に
無
理
な

く
楽
し
く
参
加
出
来
る
こ
と
に
魅
力
を 

感
じ
て
入
会
し
ま
し
た
。 

毎
月
巡
る
場
所
は
、
代
表
が
中
心
と

な
り
立
案
さ
れ
、
巡
る
場
所
の
コ
ー
ス

調
査
や
事
前
下
見
を
行
い
、
休
憩
場
所

や
ト
イ
レ
の
場
所
に
至
る
ま
で
調
べ
上

げ
て
頂
い
て
い
る
の
で
、
安
心
し
て
毎

回
参
加
し
て
い
ま
す
。 

コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
は
自
粛
中
で
す
が

活
動
再
開
の
際
に
は
、
集
合
時
に
代
表

か
ら
感
染
防
止
の
諸
注
意
を
受
け
マ
ス

ク
を
着
用
し
、
密
を
避
け
ソ
ー
シ
ャ
ル

デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
意
識
し
行
動
し
ま

す
。
歩
き
な
が
ら
野
の
草
花
、
街
の
風

景
や
歴
史
に
触
れ
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。 所

沢
駅
に
９
時
に
集
合
し
午
後
３
時

頃
に
は
解
散
で
す
の
で
、
ゆ
っ
く
り
と

自
分
の
時
間
を
持
ち
参
加
す
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
め
ぐ
り
ウ
ォ
ー
ク
で

歩
い
て
、
健
康
に
一
日
一
日
を
大
切

に
過
ご
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

※
活
動
日
＝
第
二
土
曜
日 

※
参
加
費
＝
３
０
０
円 

 

◎
両
サ
ー
ク
ル
と
も
お
問
い
合
わ
せ
は 

 

 

悠
和
会
事
務
局
へ 

 

☏
０
４
・
２
９
２
８
・
８
６
９
５ 

 

№１ 
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 暑い中、マスク生活は辛いですね。

新型コロナ感染予防にはワクチンの効

果や治療薬の開発に期待しつつ、３密

（密集・密接・密閉）を避けて、マス

クや手洗いを続け、免疫力を高めるこ

とが大切です。 

 ７月になると、熱中症で救急搬送さ

れる人が急増します。熱中症の予防のためには、人と離

れたところでは熱がこもりがちなマスクを外し、エアコ

ンを適度に使い、水分をこまめにとりながら無理せず休

息をとります。 

 同時にコロナ自粛が長引くと心身の衰えが心配です。

暑い時はどうしても家でダラダラ過ごし勝ちですが、朝

晩涼しい時間に日陰で散歩や体操をして身体を動かす

と、食欲も出てきます。おかず（タンパク質や野菜）を

しっかり食べて今日一日、好きなこと、関心を持てるこ

とを大切に、ご近所とのあいさつや会話を楽しんでお過

ごし下さい。         （保健師 西村園子） 

  健康一口メモ №5３ 

 

 

    シルバー豆宣伝 

 会員を募集しています 

 シルバー人材センターは、営利を

目的とせず、国や自治体の支援を受

けて運営される公益社団法人です。

会員の「自主・自立、共働・共助」

を基本理念に、働きたい、社会参加

したい方が集う場です。市内在住の

60歳以上で、健康な方なら誰でも参

加できます。 

「入会したい」まずは事務局へ 
 

 入会を希望される方は、まずセン

ター事務局(☎ 04-2928-8695)にお問

い合わせください。入会方法などを

ご説明し、毎月開く新入会員説明会

のご案内をします。 

 説明会会場は事務局向かいのディ

アスカイタワー１階北端にある「小手

指まちづくり事務所」です。 積極的なご

参加をお待ちしています。 

   会員向け健康チェックも 
 

新入会員説明会に合わせて、保健

師による会員の健康チェック（血圧

測定）にも応じます。希望者は事務

局に電話などで予約してください。 

※申込状況によっては午後が無い場  

 合があります。 

理事会報告 

３月理事会＝３月２６日 

 議案＝◆新入会員の承認◆令和２年度収支補正の決議◆令和３年度 

事業計画及び収支予算の承認◆利益相反に係る承認◆定款の一部を改

正する承認◆ゴールド会員としての承認 

 報告＝令和２年度下半期職務の執行状況◆各委員会活動など 

４月理事会＝４月３０日 

 議案＝◆新入会員の承認◆令和２年度収支補正予算の決議◆令和３

年度定時総会提出議案の承認◆定時総会の開催方法 

 報告＝各委員会活動など 

５月理事会＝５月３１日 

 議案＝◆新入会員の承認  

 報告＝各委員会活動など 

  

  11地区をグルッと一巡り紹介す  

 る特集が始まりました。（～令和 

 ４年４月号）コロナ禍の今こそ、 

 地元のアレコレを再発見したり、 

仲間との交流の大切さに気付かされたり･･･ 

していませんか？ 各地区から、その活動状況

や地域の魅力など、１地区1ページで個性豊か

に思いを込めて発信していただきます。 

 

  地区活動については、まだ  

 まだ多くの会員に十分に知ら  

 れていないようです。この特 

 集の読了後、会員の皆さんに 

とって地区活動がより身近なものに感じていた

だけたら嬉しいです。10月号では小手指、 

山口、吾妻地区を紹介します。 

ご期待ください。                    (成田)  

新型コロナと熱中症予防 

 所沢シルバーの会員数 （令和3年5月31日現在） 

  ・総会員数＝2,217名 (男性＝1,522名、女性＝695名) 

  ・3月～5月の入会者数＝ 136名  退会者数＝118名 

  ・賛助会員数＝企業(事業所)33法人 

あとがき 

 8月19日(木) 
10時30分～12時00分 

14時30分～16時00分 

 9月16日(木) 
10時30分～12時00分 

14時30分～16時00分 

10月21日(木) 
10時30分～12時00分 

14時30分～16時00分 

11月18日(木) 
10時30分～12時00分 

14時30分～16時00分 

新入会員説明会日程 


